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政治的急進主義に関する歴史資料を電子化して提供するデータベースシリーズPolitical Extremism and Radicalism の第 3 集は、共産主
義と社会主義に関する文書を収録します。社会主義、共産主義、無政府主義、協同組合主義を掲げた政党等の団体、党員、個人、連
邦捜査局（FBI）等の文書を通して、20 世紀に大きな政治潮流を形成した共産主義・社会主義運動に光を当てます。大英図書館、ロ
ンドン大学、カリフォルニア大学デービス校、イェール大学、ニューヨーク大学、ハーバード・ロースクール、FBI 等の図書館・文
書館が所蔵する約 87 万ページに及ぶ文書群は米国、英国、フランス、ドイツ、ロシア、東欧諸国からインド、中国、南アフリカ、中
南米諸国まで世界各地を広くカバーします。対象期間は18 世紀後半から21 世紀初頭までの約 250 年間をカバーしますが、1880 年頃
から1950 年頃までの時期の文書がコアをなします。

パンフレット以外の書簡等の文書を含むコレクションは文書タイトル、年代
を示した一覧ページが設けられ、各文書にハイパーリンクされています。トップページ

別契約の Gale Digital Scholar Lab ではテキストマイニングのツールをご利用
になれます。この例は英国の社会主義、共産主義のパンフレットに関するトピッ
クモデリングの分析結果を表示したものです。

統合検索プラットフォーム Gale Primary Sources では追加コストなしで導入
済の Gale の買切データベースとの横断検索ができます。

一字一句までフルテキスト検索。検索語はハイライト表示 手書き文書をフルテキスト検索する手書き文字認識
（Handwritten Text Recognition）を実装
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データベースの概要

 ●  収録コレクション／収録資料の年代／収録資料／収録資料の言語／原資料所蔵機関
	⿙「1884年以降のイギリスにおける社会主義と労働思想」／1884年 -1945年／パンフレット／英語他／Independent Labour Publications
	⿙ �「独立労働党アーカイブ」／1856年-1975年／パンフレット、書簡他（タイプ打ち原稿、手書き文書）／英語、フランス語、ドイツ語他／
Independent Labour Publications
	⿙「ペリング・コレクション」／1800年 -1999年／パンフレット／英語他／ロンドン大学図書館
	⿙「急進雑誌コレクション」／1921年 -1947年／雑誌／英語／ロンドン大学図書館
	⿙「イギリスにおける反社会主義団体」／1870年 -1914年／雑誌／英語／大英図書館
	⿙ �「アル・リチャードソン、ジム・ヒギンズ文書」／1900年 -1999年／パンフレット、雑誌、報告書・チラシ・書簡（タイプ打ち原稿、
手書き文書）／英語、フランス語、ポーランド語他／ロンドン大学図書館
	⿙「ウィル・ファンシー文書」／1936年 -1947年／雑誌、ニュースレター／英語／ロンドン大学図書館
	⿙「アラン・クリントン文書」／1918年 -1955年／パンフレット／英語他／ロンドン大学図書館
	⿙「急進左翼政治運動と社会問題：米国の旧左翼」／1800年 -1950年／パンフレット／英語他／カリフォルニア大学デービス校
	⿙「ローズ・パスター・ストークス文書」／1900年 -1958年／書簡・報告書（タイプ打ち原稿、手書き文書）／英語／イェール大学図書館
	⿙「アンナ・ストランスキー・ウォーリング文書」／1871年 -1964年／書簡（タイプ打ち原稿、手書き文書）／英語他／イェール大学図書館
	⿙「ウォルター・リップマン文書」／1906年 -1974年／書簡（タイプ打ち原稿、手書き文書）／英語他／イェール大学図書館
	⿙「アルジャー・ヒス弁護関係文書」／1922年 -1980年／裁判記録・書簡（タイプ打ち原稿、手書き文書）／英語他／ハーバード・ロースクール図書館
	⿙「アルジャー・ヒス文書」／1892年 -2004年／書簡他（タイプ打ち原稿、手書き文書）／英語他／ニューヨーク大学タミメント図書館
	⿙「FBI米国在郷軍人会連絡員計画文書集」／1940年 -1942年／タイプ打ち原稿／英語／FBI図書館
	⿙「FBI ロバート・オッペンハイマー文書」／1950年 -1959年／タイプ打ち原稿／英語／FBI図書館
	⿙「スティーヴン・グラハムコレクション」／1931年／英語／手書き文書／ロンドン大学図書館
	⿙「バラージュ・ナジ文書」／1936年 -1947年／雑誌・報告書（タイプ打ち原稿、手書き文書）／フランス語／ロンドン大学図書館
	⿙「南アフリカ労働者党文書」／1938年 -1944年／タイプ打ち原稿、手書き文書／アフリカーンス語、英語／ロンドン大学図書館
	⿙「バルーク・ハーソン文書」／1905年 -1947年／書簡・報告書・雑誌（タイプ打ち原稿、手書き文書）／英語他／ロンドン大学図書館
	⿙「チリ・ボリビア政治パンフレット集成」／1952年 -2012年／パンフレット／スペイン語、英語、フランス語他／ロンドン大学図書館� 	

 ●  機能：�ページ送り、画面拡大・縮小、全画面表示、輝度・コントラスト調整のビューワ機能の他、印刷、PDFファイルのダウンロード、
OCR/HTRテキストのダウンロード、書誌自動生成、書誌情報のエクスポート、メール送信、Google／Microsoftログインとクラ
ウド連携を実装

Part I: Far-Right and Left Political Groups in the U.S., Europe, and Australia in the Twentieth Century
20世紀の急進的な政治的主張を掲げた団体・人物とその活動について、政治的な右派、左派を問わず光を当てます。イギリスとアメ
リカを中心にヨーロッパ、オーストラリア、ラテンアメリカ、中東、アジアなど世界各地域に及びます。報道・分析資料の主要なもの
は、極右団体を監視する目的で1970年代に創刊されたイギリスの雑誌Searchlightです。Searchlightが反ファシスト活動家に対して行
なったインタビューの音声記録も見逃せません。アメリカについては、公民権運動、反戦運動、学生運動、宗教右派、ニューライト等、
政治運動の人物、団体、出来事に関する新聞・雑誌の切り抜きを項目ごとに収録しています。その他、戦間期、戦時期、戦後にかけ
てファシズムを主題にして刊行された書籍、パンフレットも多数収録されています。政府資料は、第二次大戦中のイギリスが公共の
安全を脅かす恐れのある人物を予防拘禁した際の内務省文書、並びにイギリス情報局保安部が収集した極右や共産党系の人物の個
人情報で、2010年代に機密解除されたファイルです。

Part II: Far-Right Groups in America
アメリカの極右団体、極右思想に関する一次資料約44万ページを収録します。アメリカ政治の周縁的存在として注目を浴びることが
なかった極右団体が、トランプ政権を誕生させた政治の地殻変動の中で、メディアの表舞台に姿を現し、学問的関心を集めるように
なりました。カトリック系移民を始めとする外国人の排除を主張したアメリカ党、白人至上主義のクー・クラックス・クラン、反社会
主義や反共産主義を唱えたジョン・バーチ協会や反社会主義連合、移民流入規制を主張した米国移民規制財団、白人至上主義を唱
え人種統合に反対した市民会議、反ニューディール運動を展開したアメリカ自由連盟、反ユダヤ主義を掲げたキリスト教国民十字軍
等の極右団体が発行した刊行物や文書から、クリスチャン・アイデンティティ運動を展開した保守系キリスト教団体の刊行物、さらに
は保守・極右思想家の著作、極右団体や人物に関するFBIの文書まで、19世紀以降米国社会に連綿と流れてきた極右思想の地下水
脈を浮き彫りにするアーカイブです。

◆注意◆
本シリーズに収録されている文献には、人種、民族、宗教、ジェンダー、セクシュアリティなどに関して、多くの人々に許容しがたい偏狭な見識や
歪曲された主張が含まれています。これらの文献は学術研究や教育目的で提供されるもので、弊社は一切そうした主張に与するものではありません。

Political Extremism and Radicalism シリーズ
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	⿙ The New International: A Monthly Organ of Revolutionary Marxism
	⿙ The Labour Monthly: A Magazine of International Labour
	⿙ The Youth Militant
	⿙ The Militant for Revolutionary Socialism
	⿙ Militant: Organ of the Militant Labour League
	⿙ �The Communist International: Monthly Organ of the Executive 
Committee of the Communist International
	⿙ La Verité: organe théorique communiste internationaliste
	⿙ Quatrième Internationale: Organe du Comité Executif Europeen de la IVè Internationale

	⿙ Left
	⿙ The Communist Review
	⿙ Militant: Organ of the Socialist Left of the Labour Party
	⿙ Fourth International: the monthly magazine of the Socialist Workers Party
	⿙ The New Leader: The paper of the Independent Labour Party
	⿙ The Militant: Weekly Organ of the Communist League of America
	⿙ New Militant: Official Organ of the Workers Party of the US
	⿙ �Socialist Appeal: Official Organ of the Socialist Workers Party, 
Section of the Fourth International

	⿙ The Journal of the Vigilance Association for the Defence of Personal Rights (1881–1886)
	⿙ The Personal Rights Journal (1886–1892)
	⿙ Personal Rights: A Monthly Journal of Freedom and Justice (1893– 1903)
	⿙ The Individualist: A Monthly Journal of Personal Rights (1903–1914)
	⿙ �The Liberty Review: A Weekly Journal Devoted to the Defence of 
Freedom and of the Right of Property (1893–1894)

	⿙ The Liberty Review: Property Owners; Guardian and Free Labour Advocate (1895–1895)
	⿙ �The Liberty Review: A Journal of Politics, Economics, Sociology and 
Individualism (1895–1909)

	⿙ Jus: A Weekly Organ of Individualism (1887–1888)

	⿙ �Capital and Labour: A Weekly Journal of Facts and Arguments on 
Questions Relating to Employers and Employed (1873–1882)
	⿙ �The Anti-Socialist: A Newspaper and Review of Politics, Events and 
Literature (1909–1910)

	⿙ Liberty: The Organ of the Anti-Socialist Union of Great Britain (1911–1912)
	⿙ �Free Labour: A Monthly Journal Devoted to the Emancipation of 
Industry as a Voluntary Right (1896–1897)

	⿙ Free Labour: Ashore and Afloat (1897–1899)
	⿙ The Free Labour Press and Industrial Review (1899–1909)
	⿙ �The Elector: The Official Organ of the Centre Party Union and the 
Middle-Class Defence Organisation (1909–1911)

■収録雑誌

■収録雑誌

イギリス

急進雑誌コレクション【Radical Periodicals】

イギリスにおける反社会主義団体【Anti-Socialist Organisations in Britain】

1884 年以降の英国における社会主義と労働思想【Socialist and Labour Thought in Britain Since 1884】

全国禁酒連盟、土地国有化協会、キリスト教社会連合、人道主義連盟、グラスゴー労働組合評議会、労働の預言者、女性解放連合、
友愛トラスト、コモンウィール、メトロポリタン急進連盟、連合王国労働組合連合、クラリオン、社会主義連盟、ダンディー労働教会、
ハマースミス社会主義協会、嫡子化連盟等、19 世紀末から20 世紀前半の英国における社会主義、急進主義、労働運動をカバーします。

アル・リチャードソン、ジム・ヒギンズ文書【Al Richardson and Jim Higgins Papers】

英国の社会主義者でトロツキストのアル・リチャードソンとジム・ヒギンズが関わった政党や団体のパンフレットやチラシや議事録、
世界各国のトロツキスト系団体の雑誌やパンフレットです。

独立労働党アーカイブ【Archives of the Independent Labour Party】

自由党が労働者階級の候補者の後援に後ろ向きである状況の中、独立労働党が 1893 年に結党しました。パンフレット、チラシ、議事録、
全国運営評議会や支部の記録、フランシス・ジョンソンの書簡を収録します。

ウィル・ファンシー文書【Will Fancy Papers】

英国の労働組合活動家でトロツキスト系社会主義者のウィル・ファンシーが関わった政党や団体の文書です。

ペリング・コレクション【Pelling Collection】

イギリスの労働史家ヘンリー・ペリングが蒐集した1880 年代から1970 年代の英国左翼の政治パンフレット約 800 点。英国共産党関
係の文書のほか、労働党、独立労働党、赤色労働組合インターナショナル関係の文書も含まれます。

アラン・クリントン文書【Alan Clinton Papers】

ロンドンのイズリントンで地方政治に携わる傍ら、歴史家として労働史の分野で業績を残したアラン・クリントンが蒐集した社会主義、
共産主義関係のパンフレットです。

19 世紀後半から20 世紀初頭にかけてのイギリスで反社会主義を旗印に掲げて発行された雑誌を収録します。リバータリアニズムか
ら急進左翼まで、様々な観点からの社会主義批判の潮流に光を当てます。

収録コレクションの概要
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アメリカ

ロシア・東欧

南アフリカ

急進左翼政治運動と社会問題：米国の旧左翼【Radical Left Political Movements and Social Issues: American Old Left】

19世紀から20世紀にかけて展開された左翼の政治、社会、文化運動を記録する書籍、パンフレット、短命出版物を収録します。社会主義、
共産主義、アナキズム、反戦運動、平和運動、学生運動、第 3 世界の解放運動、反グローバリズム運動等をカバーします。

スティーヴン・グラハムコレクション【Stephen Graham Collections】

革命前のロシアに滞在した経験のある英国のジャーナリストで旅行作家スティーヴン・グラハムがロシアの文化、文学、政治につい
て行なった講義用ノート（手稿）です。

南アフリカ労働者党文書【Workers' Party of South Africa】

南アフリカのトロツキストの政党、南アフリカ労働者党の1930 年代から1940 年代にかけての文書です。

ローズ・パスター・ストークス文書【Rose Pastor Stokes Papers】

アメリカ共産党の創設メンバーの一人で、労働者と女性の地位改善に生涯を捧げたローズ・パスター・ストークスの書簡、著述（刊行・
未刊行）、新聞切り抜き、描画等を収録します。

バラージュ・ナジ文書【Balazs Nagy Papers】

ハンガリーに生まれフランスでトロツキストとして活動したバラージュ・ナジ（ミシェル・ヴァルガ）がアルベール・カミュやピエー
ル・ブルーエらと交わした書簡や回想録、第 4インターナショナルに関する文書です。

アンナ・ストランスキー・ウォーリング文書【Anna Strunsky Walling Papers】

アメリカの社会主義者アンナ・ストランスキー・ウォーリングの書簡を中心とする文書を収録します。

ウォルター・リップマン文書【Papers of Walter Lippmann】

米国のジャーナリストで政治評論家で、メディア論の名著『世論』で名高いウォルター・リップマンがハーバード大学の学生時代か
ら1974 年に逝去するまでの約 70 年間に亘って残した書簡を中心とする文書を収録します。

アルジャー・ヒス弁護関係文書【Alger Hiss Defense Collection】

国務省幹部として第二次大戦中に戦後安全保障体制の設計に携わり、戦後の赤狩りの時代にスパイ容疑で告発されたアルジャー・ヒ
スの裁判で弁護側がヒスの無罪を立証するために集めた書簡、覚書、報告書、聞き取り調査等の文書群で、裁判の全体像と事件の背
景を探る上で格好の資料集。ヒスと家族、友人、同僚、告発者、支持者、証人、弁護士に関する人物ファイルも収録されています。

アルジャー・ヒス文書【Alger Hiss Collection】

ヒス家文書、ジョン・ローウェンサール文書、アグニース・ネルムス・ホーリー文書、ウィリアム・A・ルーベン文書の 4 つの文書
で構成されています。ヒスと家族の発信書簡・受信書簡、面談記録、法律文書、覚書等の文書群を収録し、ヒスの生涯と再審請求の
ための闘いに光を当てます。「アルジャー・ヒス弁護関係文書」との収録文書の重複はありません。

FBI 米国在郷軍人会連絡員計画文書集【FBI American Legion Contact Program】

米国在郷軍人会と協力して共産主義者やシンパの活動に関する情報を収集した連邦捜査局（FBI）連絡員計画に関する文書です。

FBI ロバート・オッペンハイマー文書【FBI File on J. Robert Oppenheimer】

米国の理論物理学者で、ロスアラモス研究所所長としてマンハッタン計画を主導し「原爆の父」と呼ばれながら、戦後は水素爆弾製
造計画に反対し核兵器の国際管理の必要を訴えたロバート・オッペンハイマーは、過去に共産主義者と関わりを持っていたことも災
いして、赤狩りの時代に公職追放となり、FBIの監視下に置かれました。電話の盗聴記録、開封書簡、同僚や知人の尋問記録で構成
される文書群はオッペンハイマー個人と1940 年代から1950 年代にかけての米国の知識人・科学者の世界に光を当てます。
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■フェビアン協会
	⿙ シドニー・ウェブ『政府はいかに失業を防ぎうるか』（1912）
	⿙ シドニー・ウェブ『疾病者に対する完全なる国家的給付』（1912）
	⿙ シドニー・ウェブ『法定最低賃金』（1912）
	⿙ シドニー・ウェブ『救貧法の廃止』（1918）
	⿙ ベアトリス・ポッター『協同組合と労働組合主義の関係』（1892）
	⿙『社会民主主義への英国の進歩』（フェビアン協会小冊子）（1890）
	⿙『8時間労働法案の擁護』（フェビアン協会小冊子）（1891）

■労働党・独立労働党
	⿙ ジェイムズ・ケア=ハーディ『労働組合の政治』（1897?）
	⿙ �ジェイムズ・ケア=ハーディ、フィリップ・スノーデン他『労働
の政治：シンポジウム』（1903）

	⿙ ジェイムズ・ケア=ハーディ『労働党が世界を支配するとき』（1905）
	⿙ ジェイムズ・ケア=ハーディ『失業法案：無職と飢え』（1905?）
	⿙ ジェイムズ・ケア=ハーディ『独立労働党のすべて』（1908?）
	⿙ ジェイムズ・ケア=ハーディ『倫理と政治』（1908）
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収録パンフレット（例）【 以下に挙げるのはすべて英語です】

ラテンアメリカ

チリ・ボリビア政治パンフレット集成【Chile and Bolivia: Political Pamphlets】

軍政下のチリ（ピノチェト独裁）とボリビア（1964 年から1982 年まで）における左翼政党、労働組合、人権団体、カトリック教会
関係の文書です。

バルーク・ハーソン文書【Baruch Hirson Papers】

南アフリカの医者、作家で政治運動にも関わったバルーク・ハーソンの文書とハーソンが集めた文書群です。共産党、南アフリカ労
働者党、労働者国際連盟等の左翼政党や組織から女性参政権運動まで、南アフリカの政治と歴史に関する文書群です。

上記の各種コレクションにはパンフレット、雑誌、書簡、チラシ、報告書等の文書が収録されていますが、このうちパンフレットは総計約	
9,600点以上に上ります。また、イギリスのコレクションにイギリス以外の地域に関するパンフレットが収録されているなど、コレクション
とパンフレットは必ずしも地域的に一致していません。そのため以下ではコレクション名を明示せず、収録パンフレットの一部を紹介します。
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